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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・庶務から貯水槽の清掃についての連絡がある。

　9/3（土）8：00～14：00　青陽館井水受水槽　（断水箇所：トイレ）

　　　　　13：00～16：30　南病棟市水受水槽

　　　　（断水箇所：南B洗面、トイレ、南CD全部、レストラン、厨房、南1F風呂）

・7/18（月）に行った納涼会の報告書が提出されていないため、早急に提出するように。（担当：佐々木、石渡）
・月報を8/2（火）12：00までに提出すること。（デイケア→藤田、ナイトケア→慶長、戸賀沢、デイナイトケアは作成済み）
・8/8（月）16：00～プログラム検討会開催

・8/9（火）15：00～症例検討会　議事録：石渡

＜カウンセリング・面談報告＞

・山野下　恵子様～仕事は順調だった。前回、身体の痛みについて話、その後メンテナンスのために整骨院に行ったことを話している。湿布は母に貼ってもらい、良く考えると自分の周りには支えてくれている人がいるということに気付いたと話している。職場では、行事ごとに嫌な思い出や感情が蘇ってくることはあるが、以前のように引きずることはなく、「なんとか、うまくやれていると思う」と自己効力感を感じ取っている。

・七崎　之利　様～今回も家族について語られる事が多い。言ってもどうしようもないとわかりつつ、家族に色々と言ってしまい、苛立ちが募っている事を自覚している。1ヶ月間で理由も無く気分の落ち込みと高揚感があったとのことで危機感を感じ取っていた。「気付いたことは大きな変化」と話しており、支持している。毎年冬に調子を崩すため、冬までには精神面での安定を図りたいと話している。

・砂庭　真平　様～交際相手との付き合いではさほど疲労感は無いという。交際相手がいることで存在しても良いのではという思いで支えられているが、ふとしたときに“死”について考え、近づく感じがあるという。以前は、交際相手が離れそうになったときに「仕方が無い」という思いだったが、「正直言うと、ショックというか寂しい」と自分の中に沸き起こっている感情を言葉にしており、支持している。

＜心理検査実施予定＞

8/2（火）　10：30～　森田泰男様　MMSE、HDS-R、CDT

　　　　　 14：00～　香川龍成様　WAIS-Ⅲ、AQ-J

　　　　　 時間未定　加藤仙蔵様　MMSE、HDS-R、CDT

8/4（木）　10：30～　和田邦行様　MMSE、HDS-R、CDT

8/5（金）　14：00～　坂本佳之様　WAIS-Ⅲ

